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2022年度



 

２０２２年度スローガン 
銀鱗躍動 

～地域で勢いよく輝き続ける団体を目指し～ 
 
 ２０２２年は昨年に引き続き、コロナ禍でのスタートとなりました。しかし、この状況を

２年間経験していたこともあり、今私たちができる最高の形で事業を展開していくことが

できたのではないかと思っております。この一年を振り返ると、先輩諸兄と行政の方々、関

係団体、そして住み暮らす地域の皆様に対しての感謝しかございません。私どもの事業に関

わって頂いた皆様、そして佐賀青年会議所のメンバーには心から感謝を申し上げます。 
一年間の活動を各委員会の担いに沿って報告致します。 
 
 
 
【総務・広報委員会】 
 生活様式が大きく変わっていく中、青年会議所としても時代に沿った運営方法を見直す

必要があると考えました。そこで、効率的な会議運営を行うため、新たな会議システムの導

入と一年間通しての各種会議の運営をしていただきました。また、会員の質の向上を図るた

め、理事会へのオブザーブ参加を促し、多くのメンバーが参加していただけました。 
また、広報に対しては、佐賀青年会議所のブランディングの向上を目的としてＳＮＳなど

の広報媒体を駆使し、年間通して活動を発信していただきました。会議体としては、運営を

担う委員会は縁の下の力持ちであり、今後も時代に合ったシステムの構築を行っていく必

要があると考えます。 
 
 
 
【会員拡大・研修委員会】 
 青年会議所は、「地域づくり」の団体でありますが、私は「人づくり」の団体でもあると

思っております。より多くの人が青年会議所での経験を得れば、地域活性化を促すと考えま

す。本年度は、新たに２３名のメンバーが入会しました。また、ここ２年、各種大会などが

ほぼ中止で、新入会員のみならず、在籍のメンバー同士の交流があまりできていませんでし

た。そこで、スポーツ例会を実施し、スポーツを通して今まで交流できなかった会員同士の

友情を深めることができました。 
 
 
 
 



 

【まちづくり委員会】 
 本年度は２年ぶりに佐賀城下栄の国まつりが開催されました。コロナ禍ということもあ

り、人と人との接触時間を短くするため、打ち上げ数はそのままで時間は通年より短くし、

実施しました。２年ぶりの開催ということもあり、多くの市民の皆様に元気を届けられたこ

とと確信しております。 
 また、下校時の子どもの見守り活動が実施されていない日があることがわかり、神野校区

にて３月～１２月まで毎週水曜日下校時の子どもの見守り活動を実施しました。１２月に

は、神野校区にある複数の企業に「子どもへのまなざし運動」に登録していただき、本年度

行った活動を引き継いでくれることができました。地域に変革を与える青年会議所らしい

一事業だったと考えております。 
 
 
 
【国際・交流委員会】 
 本年度３８年目を迎えた社團法人台南市新營國際青年商會との交流は、２年間直接的な

交流がなかったため、今年こそは。と思っておりましたが、コロナの状況を鑑み、本年度も

ｗｅｂでの会務交流会議のみとなりました。２０２３年こそは直接的な交流ができること

を切に願っております。 
１１月には、多様性を受け入れること、そして友情の輪を広げることが平和へと繋がると

いう意識の醸成を目的に地域交流多文化運動会を開催していただきました。当日は留学生、

住み暮らす子どもたちなど１００名の皆様に参加していただきました。参加された皆様に

は、普段交流することがあまりない方々とコミュニケーションを取ることにより、友情の輪

が広がったのではないかと確信しております。 
 
 
 
【ビジネス・防災対策委員会】 
 本年度は、昨年より続いた災害に対して、昨年災害協定を交わした青年団体との強固な連

携を図るため、災害・防災に関する公開例会を開催しました。本年は災害がなかったものの

来年以降発災する可能性もあるため、引き続き強固な関係を築いていきたいと考えており

ます。 
 また、災害・防災に対する意識醸成を図るため、１１月に「親子でたのしく学ぼう さが

防災運動会２０２２」を開催していただきました。当日は、運営の補助として、包括提携を

結んだ西九州短期大学と佐賀龍谷学園より４９名の生徒の皆様、そして１２９名の市民の

皆様に参加していただきました。体を動かし、楽しみながら災害・防災を学べた事業だった

と確信しております。 



 

 結びに 
 
 昨年、私たち佐賀青年会議所は、８月総会にて「全国大会の招致を目指す」ことを総会決

議いたしました。そして本年５月に全国大会主管青年会議所立候補届、７月には全国大会の

意見交換として公益社団法人日本青年会議所全国大会運営会議との対話集会、また、関係団

体の皆様へのご理解・ご協力を得るため２１団体への表敬訪問、全国大会主管経験のある青

年会議所への訪問、九州地区すべての青年会議所へのお願いに向けた訪問など、全国大会に

関することで各地を飛び回りました。そして、１０月、大分の地で開催された公益社団法人

日本青年会議所第９回理事会にて「２０２５年度第７４回全国大会主管青年会議所」に全会

一致にて決定いたしました。全国大会は 1 万人規模の全国のメンバーが開催地に集結する

ことで経済的に地域活性化の一助を担うのと同時に、２０２５年まで公益社団法人日本青

年会議所とコミットすることでメンバーに多くの成長の機会が得られる事業でもあります。

これを経験することにより、将来佐賀の第一線で活躍する人財が青年会議所から多く輩出

されることを願っております。 
 

末筆となりますが、この一年間、理事長として活動させていただき、本当にありがとうご

ざいました。私にとってもかけがえのない一年となりました。多くの先輩方、地域の皆様に

支えられ、現在の佐賀青年会議所があることを再確認いたしました。私ども現役メンバーは

その思いを絶やすことなく次代へとつないでいかなければなりません。多くの仲間と出会

い、共に成長し喜びを分かち合える、この佐賀青年会議所を誇りに思いますし、これからも

期待しております。私どもの活動、運動を支えてくださったすべての皆様に感謝を申し上げ、

２０２２年度の報告と致します。 
 
 



総務・広報委員会 事業報告 
委 員 長 古 賀 修 平 
副委員長 久 米 雄 大 
副委員長 高 𣘺 直 弘 
運営幹事 吉 田 匡 佑 
運営幹事 中 澤 行 秀 

 
 ２０２２年度、総務・広報委員会は、島内理事長による佐賀青年会議所活動の有効性を最大化すべく、

守りとしての総務、攻めとしての広報という二つの側面から、様々な取り組みをおこなってまいりまし

た。 
まずは、当委員会が運営を担う一月、八月、十月の総会について、新型コロナウイルス感染症の影響が

未だに残る中ではありましたが、ハイブリッド形式等開催形式も工夫した結果、無事に開催でき、また当

年度並びに次年度に関する重要な議案についても無事に審議、可決承認を行う事ができました。 
また、例年佐賀県赤十字血液センターと開催している四月の献血運動についても、ゆめタウン佐賀にて

当委員会メンバーを中心に多くの会員による献血呼び掛けを行い、コロナ禍で不足している輸血用血液

の確保に貢献することができました。その中で、献血運動を持続的に行う団体としての「献血サポータ

ー」への登録も行い、次年度以降の活動により弾みをつける一助とすることができました。 
そして、佐賀青年会議所が、”会議所”としてしっかりと議案を協議・審議し、また議案作成など滞りな

い運用をサポートするため、アジェンダシステムについて、従前の html を用いたものから、Google 
Workspace を用いたクラウド化を実現いたしました。システム導入に際して会員の皆様には操作、導入

で幾らかご迷惑をお掛けもしましたが、従前と比して、複数人による議案の同時作成や閲覧・変更履歴の

保存、当該年度の議案を一目で視覚的に捉え、また利用が出来るようになるなど作業効率が大きく向上

したとお褒めの言葉も頂くことができました。 
また、理事に限らず全ての会員が主体的に佐賀青年会議所に関与する切欠作りとして、メンバーの理事

会オブザーブ参加を推進いたしました。様々な議案ひいては事業がどのようなフローで実現していくの

かを体感することができ、次年度以降一人でも多くの方が積極的に活動に参画することを期待してのも

のでしたが、実際のオブザーブ参加は一部のメンバーに留まりました。しかし、参加者からは良い機会だ

ったと高評価を得、実際次年度に理事予定者として名を連ねることとなった方もいらっしゃり、一定の

効果はあったのではないかと感じています。 
広報の観点からは、従来のホームページから WordPress を用いた新ページへ更新を行い、コスト削減、

セキュリティ並びに視認性の向上等などに取り組みました。また、情報発信ツールとしての SNS につい

て、従来の Facebook に加え、Instagram のアカウントを作成、Facebook ページと連動させることによ

り、負担感なく多くの世代、ユーザーへ当会議所の活動を周知する事が出来ました。 
さらに、公益社団法人日本青年会議所第 74 回全国大会の招致に向けて動く中、佐賀青年会議所の認知

度を向上させるため、県内の自治体や経済団体など様々な団体のリーダーへの表敬訪問を行い、２２名

の方へのご挨拶、意見交換等をさせていただきました。佐賀青年会議所を卒業された先輩方も数多くい

らっしゃる中で、この機会を通じて佐賀青年会議所の”今”に触れていただき、今後の活動に温かいまなざ



しを向けていただけることも非常に多く、大変に励みになるお言葉も頂戴することが多々ありました。 
例年、総務を担当する委員会はその職責の性質上、往々にして活動が地味となり、また集まりも低調に

なる傾向があると拝察しています。しかし、本年度総務・広報委員会メンバーの皆さんは、公的な立場や

他に奉仕活動を行っているなど忙しい時間の合間を縫って、集まった際にはしっかりと委員会や懇親会

で青年会議所の在り方について議論を行い、また各種議案の枠組みを超えた、全国大会招致や日本青年

会議所委員会など求められる水準が高い課題に対しても快く協力をしてくれました。 
この年、全国大会招致がお題目ではなく、三年後に到来する現実的な”事業”となる中、総務・広報委員

会の本年度の取り組みが、当年度の”取り組み”にとどまることなく、次年度以降にも少しでも良い影響を

与え続ける”仕組み”に昇華されることを期待します。また、当委員会で活躍をしたメンバーが次年度以降

も佐賀青年会議所、そしてシニア・クラブというそれぞれのフィールドで、周囲により良い影響を与え続

ける存在となり、明るい豊かな社会の実現という目標に向けて、共に走り続け、高めあえるパートナーと

してこれからも協働していきたいと考えています。一年間、本当にありがとうございました。 



会員拡大・研修委員会 事業報告 
委員長   田中 徳晃 
副委員長  鶴田  翔 
副委員長 武冨 時比古 
運営幹事  川代 聖人 
運営幹事  住岡 真司 

 
２０２２年度会員拡大・研修委員会は新入会員の募集と仮会員の研修をメインに活動を

行ってきました。長く続く新型コロナウイルスの感染拡大の影響が続く中、二月に拡大の
ための例会、六月に会員全体の交流と資質向上のためのスポーツ例会、１２月の例会・卒
業生を送る会を開催しました。まず、拡大のためにメンバー皆さんから情報をいただき、
行政民間いろいろなところに挨拶や面接になるべく我々が候補者に会いに足を運びまし
た。そして、仮会員の皆さんには早く仲間になってほしくて、二カ月以内には仮会員の皆
さんの都合を合わせ、案内をして例会・委員会傍聴と基礎研修を受けていただきました。
基礎研修は私の色を出して、基礎知識の勉強と格闘技を混ぜたスポーツをし、皆さんにき
つい・辛い思いをして、乗り越える心と同期入会の思い出に残る内容にしました。 

二月例会は拡大に対するメンバー皆さんの拡大の意義、重要性を共有するため、過去に
会員拡大に大きな成功されました OBOG の江口義則先輩と韓冬梅先輩をお呼びして
ZOOM にて例会を開催しました。新しい拡大の方法や過去の思い出などの話になりメン
バーには良い刺激だったと思います。六月例会はスポーツ例会をし、楽しく佐賀青年会議
所の歴史・基礎知識・歴の長いメンバーの思い出を共有しながらきつくて辛い思いをして
もらいました。私が青年会議所のメンバーは運動不足の方が多いので皆さんに小スペース
と短時間で集中してできる筋トレを紹介しました。１２月までに「痩せたよ！！」って声
も聞けて良かったです。入会の浅いメンバーや委員会を超えた交流が出来て絆が深まった
と思います。１２月例会・卒業生を送る会を開催しました。 
２０２２年度島内理事長が掲げられたスローガンの下、佐賀青年会議所で行った運動・活
動・事業を振り返り、今年得ることができた学びや気づき・知識をメンバーで共有し次年
度へとつなげられたと思います。 
また卒業生を送る会では今までの JC 活動で築き上げてこられた経験や思いのスピーチを
聞いて皆で振り返り、卒業される先輩方一人一人が様々な思いで活動されてきた事を知
り、学びや気づきを次年度へ繋げていけたのではないかと感じました。卒業生を送る会の
お花とのぼりは、卒業生のみなさんに喜んでいただけました。懇親会のサプライズでは卒
業ということで、白蓮会館九州本部長の大野先生をお招きして、卒業生一人一人へ試割り
用の板に寄せ書きを各委員会に準備していただき、新しい門出に一人一枚ずつ割っていた



だき新しスタートを切ってもらいました。皆さんはじめての体験に喜んでいただき、最高
の懇親会で送り出せたと思います。 
最後に、一年間行う事業に最後まで常に一緒に伴走し、ご指導ご支援頂いた畠中室長、園田副
理事長に心から感謝いたします。委員長として不安がある中で、全力で事業を全うできたのは
委員会メンバーの皆様をはじめとした新入会員のご協力のおかげであり、委員会メンバーの知
恵と行動力の賜りものです。最高の仲間たちと一年間共に活動ができ、委員長の役目を全うで
きたのは、私の人生の最高の思い出であり、かけがえのない仲間たちに出会えたことは一生の
宝物でもあります。 
このような成長の機会を与えて頂いた島内理事長をはじめとするメンバーの皆様、今年佐賀青
年会議所へ入会してくれた２３名の新入会員の皆様へ感謝を申し上げ、会員拡大委員会の事業
報告とさせて頂きます。一年間本当にありがとうございました。 
 



まちづくり委員会 事業報告 

 

委 員 長 蒲原 伸矢 

副委員長 鶴田 京平 

副委員長 坂井 輝孝 

運営幹事 原岡 寿行 

運営幹事 武田 星弥 

 

 まちづくり委員会では、４月例会、春季河川清掃、７月例会、佐賀城下栄の国まつり、全国大会

おおいた大会のアテンドを行いました。 

 まずは、４月例会では、２名の講師をお招きいたしまして地域課題と問題解決方法・経営者の視

点から選んだ「CSO という選択肢」というテーマにてご講演いただきましてまちづくり運動に対する

意識と役割などを考えることができ、これから行政や他団体とどのように関わっていく事ができるのか

のヒントを得ることができました。 

 さらに、春季河川清掃では、自然への感謝の気持ちを込めて佐賀青年会議所メンバー一丸となっ

て汚れながらも河川清掃を必死に行い奇麗になり今後も継続事業として行っていく必要があります。 

 また、７月例会では、１名の講師をお招きいたしまして佐賀の伝統ある栄の国まつりの過去と今

後の未来についてというテーマにてご講演いただきまして、講師講演の中で過去の動画が流れると

メンバーの中からは懐かしなどの声もありメンバーにとっての学びとまつりに対しての意識向上に繋げ

ることができました。今回の例会を行ったことで今後の祭りのあり方の道筋が一つできたのではないか

と思いました。このことを踏まえ来年の祭りとの関係性がより良いものになると確信致しました。 

 そして、佐賀城下栄の国まつりでは本年は３年ぶりの佐賀城下栄の国まつりという事もあり、観客

動員数が多くとても盛り上がりました。花火が打ち上がると同時にこれまで準備にかけた思いが込みあ

げ、遠くから地域の方々の歓声が聞こえた時は本当に嬉しかったです。メンバーの皆様が一緒になっ

て警備を行なって頂きまして、委員会メンバーが同じ思いで動いてくれたので無事に花火を打ち上げる

事ができ、１５分と短縮ながらも迫力があったなど、市民の皆様に感動と思い出に残る花火大会ができ

ました。翌日の清掃活動も多くのメンバーが参加して頂き、綺麗にする事ができました。大人みこしは、

卒業生とメンバーに参加いただき、佐賀青年会議所を地域の皆様に周知することができました。総踊り

では、皆が一丸となり楽しく踊ることができたので、審査委員特別賞を受賞する事ができてとても嬉し

かったです。栄の国まつりを皆で盛り上げ楽しむ事ができ、忘れられないまつりとなりました。とても暑

い中多くのメンバーに参加しご協力していただきました事を心より感謝を申し上げます。 

 さらに、全国大会おおいた大会のアテンドでは、メンバーの皆様には行程で時間が圧している中

でご協力いただきましたおかげで、卒業生にも喜んでいただき「お疲れ様」や「よかったよ。ありが

とう」の言葉をかけていただき、早い段階から準備を行ってきて本当に良かったと思いました。 

 また、通年事業では、1 年間佐賀青年会議所会館がある神野地区にてまなざし運動の地域見守

り隊を毎週水曜日子供の下校時に行った事で、子供たちの安全と連れ去りを守りました。そして、

まなざし協議会と一緒に報告会を行い、企業の皆様にこの運動を周知した事と神野地区の企業

の皆様にお願いをした事でこの運動を引き継ぐことができました。 

 最後に、メンバーの皆様のご協力で１年間終えることができ、学びと素晴らしい思い出ができま

した。本当にありがとうございました。 

  



  



国際・交流委員会 事業報告 

委 員 長  古賀 智博 

副委員長  陣内 宏樹 

副委員長  今泉 直人 

運営幹事 横尾 伸一郎 

運営幹事 山本 光一郎 

 

２０２２年度の国際・交流委員会では、先輩諸兄の皆さまから引き継がれている「社團

法人台南市新營國際青年商會への訪問事業」を予定しておりましたが、新型コロナウィル

ス感染症の影響により、現地到着後の隔離期間が１０日間前後という状況になり断念せざ

るを得ないという結果になりました。替わりの事業として「地域交流多文化運動会」を開

催し、地域に住まう在留外国人の方々と交流しながら、スポーツを通して協力関係を築

き、国内でも出来る国際交流的な事業を執り行う事ができました。 

年間を通して国際・交流委員会が担った役割としては、上記２つの事業の他、「３月・

１１月例会の企画・運営」「ＡＳＰＡＣ堺高石大会」「秋季河川清掃」「ＪＣＩ世界会議参

加者への支援」という役割を頂きました。委員会の設立背景として、人口減少が進んでい

く地域社会の中で、どのように在留外国人の方と関わっていき、多文化共生的な明るい豊

かな社会を創造していくのかという事を念頭に、３月例会においては、在留外国人の方を

お招きし、やさしい日本語を学び実際に活用しながら交流する例会を行い、在留外国人の

方も交流の機会を探していらっしゃる事や、率先して地域事業に参加される方も多くいら

っしゃる事がわかり、地域事業に参加するメリットが希薄に感じていた、私個人の勝手な

想像との認識の違いは、メンバーにとっても新たな発見に繋げる事が出来たと思います。

また、本年度のＡＳＰＡＣ堺高石大会の場においては、２０２５年度の全国大会主管候補

として立候補を届けるという、佐賀青年会議所にとって方向性を示す大きな役割の場とな

り、多数のメンバーでの参加という事にはコミット出来ませんでしたが、少人数なおかげ

で本当に楽しい良き想い出となりました。これから日本青年会議所が開催する事業におい

てＬＯＭメンバー全員登録や、日本青年会議所への出向者の排出といった険しい道のりが

待っている中、本年度で卒業してしまう私が出来る事として、１１月例会で出向者を労う

場を創出し、全国大会への理解を深めていかなければならないという強い想いをもって企

画・運営をしました。また、本年度の全国大会主管を経験されましたＪＣＩ大分より姫野

理事長と清藤大会実行委員長との対談で、出向に対する意識の変革や全国大会に向けた機

運を高めることが出来たと思っております。 

前付で記載の通り、新營ＪＣへの訪問は叶いませんでしたが、１０月にＷｅｂ会務交流

会議を行いました。蔡會長からギリギリまで訪問の可否を待って欲しいという要望の中

で、審議上程の間近である８月３０日まで待ちました。数回のミーティングを重ねていた



ことと、事前に議案の準備をしていた事もあり、スムーズにＷｅｂ会務交流会議を迎える

ことが出来ました。私見となりますが、本事業の存続についてメンバーの様々な考え方が

あるという認識をしていましたが、ＪＣＩが掲げる恒久的世界平和の実現という背景が見

えていない事が要因に挙げられると思います。国境を越えて仲間として繋がっていける事

は、人生をより豊かで素晴らしいものにする事ができ、その輪こそが世界平和に広がると

思います。コロナ渦を踏まえた今こそ、一度原点に回帰する必要があると感じました。 

このような葛藤を抱え１１月には地域交流多文化運動会を開催し、在留外国人の方とス

ポーツという手法を用いて、楽しく協力関係を築きながら交流を深めました。在留外国

人・小学生の参加者の方々より、楽しかった、また参加させて欲しい、食に関するイベン

トもやって欲しいといった声を多く頂きました。是非機会があるのであれば、食に関する

イベントは楽しそうですので、企画していただければと思いました。また、メンバーの皆

さまへのアンケート結果においても、友情の輪を広げることが恒久的世界平和に繋がると

いう事を感じていただけたとの結果になり、開催して良かったと思っております。 

最後になりますが、１８カ月の短いＪＣ活動ではありましたが、本当に個性が豊かで、

色んなカラーが溢れるメンバーの中で、人としての器を大きなものに成長させる機会を頂

けたと感じております。これも偏にスタッフの方々の支えが無ければ、委員長としての責

務を全う出来なかったと思います。青年会議所活動は、楽しいだけでは成立せず、修練ば

かりでも成立せず、一人では成しえない事が多くありました。この１年間を全うできた事

は、それらを成しえた上で、より友情の輪を広げる事が出来た結果ではないかと思いま

す。メンバーの皆さま本当に一年間ありがとうございました。 

 

以上で２０２２年度国際・交流委員会の事業報告とさせていただきます。 



ビジネス・防災対策委員会 事業報告 
 

委 員 長   飯笹 壽久 

副委員長    宮原 巧 

副委員長   山田 慎也 

運営幹事   井手 崇人 

運営幹事 千々岩 征博 

 

 災害はいつ起きるか分からない。佐賀はここ数年様々な災害に見舞われてきました。ビジネス・

防災対策委員会では５月例会、メイン事業である～親子でたのしく学ぼう さが防災運動会２０２２

～を開催致しました。またビジネスの分野では、９月例会にてＳＮＳの活用法を学びました。他に

も、新年会やサマーコンファレンス２０２２のアテンド、薩長土肥の会のアテンドを行いました。 

 まずは、新年会です。毎年の事ですが新体制の初めての対外事業となります。開催１週間前に

新型コロナウイルスの感染拡大があり、最後までリアル開催を模索した結果、メンバーに関しては

リアル開催、来賓につきましてはＷＥＢ開催となりました。島内新理事長の得意のダンスをティー

ンズミュージカルＳＡＧＡの子どもたちと披露いただき新年のいいスタートがきれました。 

 つぎに５月合同例会では、青年団体にできることをテーマに協定を結んでいる商工会青年部の

方や、県内各ＬＯＭメンバー、佐賀災害支援プラットフォーム、佐賀市、佐賀市社会福祉協議会ま

ど多くの団体に参加していただきました。有事に連携するためにはまず平時からの繋がりがとても

重要という事を学びました。 

 さらに、サマーコンファレンス２０２２へ佐賀ＪＣメンバーとともに参加し、改めてＪＣという組織のス

ケールの大きさに圧倒されました。地域のためにできる事を考えることができました。 

 また、９月例会では、ＳＮＳについて学ぶ機会を場を構築しました。熊本で活躍されているインフ

ルエンサーの富永様を講師にお招きし、ＳＮＳを社業でも活用できるよう講義を撮影メンバーの会

社でも学べるように工夫しました。また富永様には希望者に対して１カ月程度の支援をしていただ

きました。 

 そして、メイン事業として～親子でたのしく学ぼう さが防災運動会２０２２～を開催いたしまし

た。災害について調べてみると全国的に若年層の災害意識の低さが顕著にあらわれており、佐

賀においても同様のことが言えました。理由を調べてみると、育児が出時間がとれない、何をして

いいかわからないなど日常の忙しさや、学ぶ機会の少なさが目立ちました。そこで子どもと一緒に

参加体験ができる防災イベントの企画に取り組みました。防災というと難しく考えがちなので楽しく

学ぶにはと考えているうちに、体を動かしながら体験することで記憶に残そうと日本人になじみの

ある運動会形式にしました。またコロナ禍で親子で参加できるイベントが無くなっていたことも災害

時に必要な家族との情報共有の大切さ再確認することにもつなげられたと感じています。さらに今

回は西九州大学短期大学部にご協力いただき、参加者に対し避難所等を想定し炊き出しの提

供、災害食についての説明、イベントの運営をしていただきました。皆様とても優秀で楽しんでい

ただけたと感じています。実施後のアンケートをみても学びにつなげられたと思います。今後も地

域の人々との連携は重要になってくると思いますので良い関係を築いていきたいと思います。内

容としてはまずレクリエーションとして災害についての知識向上、防災グッズや人命救助に関する

事を学びました。講師には佐賀広域消防局、佐賀災害支援プラットフォームの方にお願いしまし

た。その後学んだことを復習できるような競技内容にしていたため、参加者の学びや良い思い出

にできたと感じております。嬉しいことにアンケートにとても学びになった、有料でも参加したい、な

ど多数のお褒めの言葉をいただきました。開催した意義は十分にあったと今では感じています。 

 さらに、１２月には薩長土肥の会が３年ぶりに鹿児島の地で現地開催となりました。鹿児島ＪＣ、

萩ＪＣ、高知ＪＣとともに交流を深める機会となりました。残念ながら高知ＪＣは不参加でしたが、や

はり参加しないと分からない事が多く、良い学びの場となりました。 

 最後になってしまいましたが、ここまでの活動ができたことは自分一人の力ではなく委員会メン



バー全員の協力があり達成できたことだと思います。今年１年一緒に活動してくれたメンバーには

本当に感謝しかありません。一生涯付き合える仲間と出会えたと確信しました。こういう仲間はＪＣ

だからこそできたのだと思います。委員長を受けて良かったと心から思っています。今後委員長を

受ける皆様には是非様々な事に挑戦をしていただきたいと思います。困ったとき、壁にぶち当たっ

たときはメンバーを頼ってみてください。必ず助けてくれます。ともに頑張っていきましょう。今年協

力して下さった全ての皆様に感謝です。 

 以上で、２０２２年ビジネス・防災対策委員会の事業報告とさせていただきます。 



公益社団法人 日本青年会議所 

２０２２年度 全国大会運営会議 

出向者報告 
 

 
２０２２年度 全国大会運営会議 

 第４小会議 副議長 堤雄史 
 

「愛を抱いて進め、ＪＡＹⅭＥＥ！」を大会テーマとして、第７１回全国大会おおいた

大会が日本ＪＣの1年間の運動の集大成の場となるよう、全国大会運営会議の運動を展開

してまいりました。 

全国大会運営会議は第１から第５小会議で構成されており、それぞれ異なる役割を有

し、全体で１００名を超える出向者で構成されており、日本ＪＣの委員会・会議の中で最

も構成メンバーが多い会議体です。 

出向することが決まってからすぐに東京で行われた引継式に参加しました。毎年、当年

度と次年度のスタッフ間で引継式を行う伝統があり、今年の引継式は名古屋で行われまし

た。 

第４小会議は主に広報、運輸、宿泊、表敬訪問、エクスカーションを担当しました。 

広報は全国大会のＨＰの運用、ＳＮＳにおける発信記事の作成、キャラバン等が主な内

容です。発信記事の作成に当たっては、コンプライアンス等の観点から他の委員会や上席

の確認も経る必要があり、かつ、どのような視点で記事を作成する必要があるかを学ぶこ

とができました。キャラバンにおいては、直近２年間はコロナ禍でキャラバンを行うこと

ができなかったのに対して、今年は各地区大会がリアル開催されることに伴い、全１０地

区大会、総会、ＡＳＰＡⅭ、サマコンにおいてキャラバンを実施し、私自身ほぼ全てのキ

ャラバンに参加するため全国を飛び回り、多くの地区の方と交流する機会を頂きました。 

運輸や宿泊においては、第７１回全国大会の開催地である大分は佐賀と同様に公共交通

機関や宿泊施設が東京等の大都市と比較して充実しておらず、どのようなことを事前準備

として行う必要があるのか、大会期間中にどのような苦情等があるのかを知ることができ

大変勉強になりました。 

表敬訪問においては県や市との事前の調整の重要性等を学ぶことができました。 

エクスカーションにおいては、野球大会やじゃがいもが数年ぶりの開催となり、過去の

実際の開催内容を確認することが難しいという困難もありましたが、各主管と連携し、無

事に大会期間中に表彰式を実施することができました。 

また、第７１回全国大会おおいた大会期間中に実施された公益社団法人日本青年会議所

第９回理事会において、2025 年度第 74 回全国大会の主管青年会議所として佐賀ＪⅭが承認

されました。 



それに伴い、２０２４年度まで毎年全国大会運営会議に副議長出向者を出し続ける必要

があり、かつ、日本ＪⅭの議長委員長にも出向者を出し続けることが必要となり、佐賀ＪⅭ

として出向者を支える方法を改めて議論する必要性が生じています。 

また、何より、第７４回全国大会佐賀大会の成功に向けて佐賀ＪⅭの現役メンバーのみな

らず、シニアの方々や佐賀県内の多くの団体とこれまで以上に協力し、佐賀大会を利用して

佐賀をどのような街にしないのかを議論し、目標を決め、目標に向けて進んでいく必要があ

ります。 

結びに、今後とも全国大会へのご理解、ご協力をお願いすると共に、佐賀ＪⅭが佐賀がよ

り良い街になるために必要な活動を行う団体となっていくことを祈念して、報告に代えさ

せて頂きます。 



公益社団法人 日本青年会議所 

九州地区 2022年度 佐賀ブロック協議会 

出向者報告 
 

 
2022年度 佐賀ブロック協議会 

 社会グループ 副会長 吉村篤 
 
 

日頃より佐賀ブロック協議会の運動にご理解を賜り、誠にありがとうございます。2022
年度の公益社団法人日本青年会議所の基本理念である「まちにより良い変化をもたらし愛
が溢れる国をつくる」を佐賀の地から力強く推進するために、佐賀ブロック協議会では「ま
ちにより良い変化をもたらし愛が溢れる持続可能な佐賀の実現」を基本理念とし、県内
JAYCEE メンバーや市民の皆様お一人お一人や各地域の持つ個性が輝き、あらゆるカウン
ターパートと共鳴し、新たな価値を共創し、共感の輪を描く運動を未来に紡いでいけるよう
に、一年間運動を展開してまいりました。 

まずは、レジリエンス確率委員会では佐賀県民の防災に対する知識の習得と意識の向上、及
び災害時に助け合える心を育むことを目的としたフォーラムを佐賀県社会福祉協議会、佐賀災
害支援プラットフォーム、一般社団法人おもやいとともに実施いたしました。また、佐賀県
民の家族連れを対象として防災に対する興味・関心を高め、防災を学ぶきっかけとして、災
害発生前に自分達が出来る活動・災害発生時に行うべき行動や支援活動を学べる体験型の防災
フェスタを実施いたしました。佐賀県の災害支援の中心的な存在である団体とのフォーラ
ムを実施することで県民の防災に対する発信ができたと確信しております。さらに、各選挙
における投票率向上を目指した事業ということで 12 月に行われました佐賀県知事選挙での
公開討論会を企画いたしました。結果としては、実施日 1 週間前までに対抗馬がでず公開
討論会を行うことができませんでしたが、若者を中心とした議題募集アンケートを収集し
た内容を提言書という形で佐賀県庁に提出し、県民の意見を県政に伝えることが出来たと
考えております。 

次に、ビジョナリーシティ委員会では食品ロス削減の必要性について学び、食べ物を無駄
にしない意識を醸成することを目的としたフォーラムの実施を行いました。まずは衆議院
議員 河野太郎氏をお招きし、国際的な視点や国からの視点から SDGs の現状とこれから
の取り組みについての基調講演を行っていただきました。また本フォーラムに向け西九州大
学短期大学の学生とともに SDGｓについて学ぶカリキュラムを 4 月より 3 ヶ月間当委員会が実
施し、そこで学んだ内容・気づいたことをフォーラムにて発表する為の講義・ボランティア活動
の実技・ワークショップを開催することにより、佐賀県内のフードロスの現状把握及び、学生の
目線から気づいたところを随時探求し、共にフードロス削減にむけての取組みを行いました。そ



して、行政、NPO（フードバンク）、学生の 3 者で個人でも取り組めるフードロスについてパネ
ルディスカッションをおこないました。本事業を通して未来ある学生が将来のフードロスに寄
与していただけるきっかけを作れたと確信しております。 

さらに、ＪＣ教育委員会では 2 回のアカデミー事業の開催、また理念共感プログラムの
実施を行いました。参加いただいたメンバーに置かれましては全体的に前向きな意見を頂
き、十分に今回の事業目的を達成できた事はセミナーを開催する価値があったと感じ、LＯ
Ｍの垣根を超えた交流事業を行うことが出来ました。 

また、ブロック大会運営委員会では第 47 回佐賀ブロック大会 in 鹿島が開催しました。3
年ぶりの完全現地開催型の大会式典を開催したことで、青年会議所のスケールメリットを
各地会員会議所会員に体感させることが出来たと思います。来賓の方や本会九州地区から
の来訪、歴代ブロック会長の先輩方をお招きする形での組織や年代の垣根を超えた事業は
他にはないでしょう。まだまだ新型コロナウイルス感染症の影響を拭い去ることは出来ま
せんが、今後の青年会議所運動を展開していくための布石を打つことが出来たのではない
かと考えております。 

結びに、今後とも当協議会へのご理解、ご協力をお願いすると共に、佐賀 JC メンバーが、
九州地区、本会、JCI で存在感を示して行けることを記念して、報告に代えさせて頂きます。 
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